
現在に
活きる森林鉄道

　本誌、令和元年９月号（No.150）において「木材輸送の近代化を担った森林
鉄道」と題して、我が国の森林鉄道の概要や歴史を紹介しました。今回は、森林
鉄道の保存車両や遺構が現在どのように活かされているのかを紹介します。
注：No.150において国有林の全森林鉄道を 1,230路線、総延長8,803㎞としていましたが、その後に明らか

となった路線がありますので、現時点では、1,251路線、総延長8,928㎞となります。

―その文化的価値と利用―

https://www.rinya.maff.go.jp/j/kouhou/eizou/
sinrin_tetsudou.html
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❶❷長野県飯田市遠山森林鉄道
❸❹高知県魚梁瀬森林鉄道の橋梁と遺構
❺❻北海道遠軽町雨宮21号
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資料：西裕之「特選 森林鉄道情景」講談社による

種　　類 車両数 うち動態
動力車 71 22

蒸気機関車 4 1
ディーゼル機関車 47 8
ガソリン機関車 4 4
モーターカー 16 10

非動力車 72 ─
運材台車 50 ─
客車 22 ─

合　　計 143 22

単位：両

保
存
さ
れ
て
い
る
車
両

　
森
林
鉄
道
で
活
躍
し
た
車
両
に
は
様
々
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
丸
太
を
積
載
す
る
運
材
台
車
、

そ
れ
を
牽
引
す
る
機
関
車
、
職
員
の
巡
視
用
の

モ
ー
タ
ー
カ
ー
や
人
員
輸
送
用
の
客
車
な
ど
で

す
（
図
１
）。
そ
の
多
く
は
森
林
鉄
道
の
廃
止

と
と
も
に
解
体
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
森
林

鉄
道
の
記
憶
を
留
め
る
も
の
と
し
て
、
全
国
で

百
四
十
両
ほ
ど
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

　
我
が
国
の
森
林
鉄
道
に
お
い
て
、
動
力
車
と

し
て
二
百
両
が
導
入
さ
れ
た
蒸
気
機
関
車
は
、

四
両
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
一
両

は
、
旧
内
務
省
北
海
道
庁
国
有
林
の
武む
り
い利

森
林

鉄
道
で
活
躍
し
、
昭
和
三
十
三
年
に
引
退
し
た

雨
宮
製
作
所
製
21
号
機
で
、
北
海
道
遠え
ん
が
る
ち
ょ
う

軽
町
の

「
丸ま
る
せ
っ
ぷ

瀬
布
い
こ
い
の
森
」
に
お
い
て
観
光
客
を
乗

せ
て
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
他
の
三
両
は
い
ず
れ
も
米
国
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ

ン
製
の
機
関
車
で
、
秋
田
県
秋
田
市
の
仁に
べ
つ別

森

林
博
物
館
、
群
馬
県
沼
田
市
の
林
業
機
械
化
セ

ン
タ
ー
、
長
野
県
上あ
げ
ま
つ
ま
ち

松
町
の
赤
沢
森
林
鉄
道
記

念
館
に
お
い
て
静
態
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
旧
北
海
道
庁
国
有
林

温お
ん
ね
ゆ
根
湯
森
林
鉄
道
、
置お
け
と戸
森
林
鉄
道
、
旧
御
料

林
王
滝
森
林
鉄
道
で
活
躍
し
た
も
の
で
す
。

　
蒸
気
機
関
車
の
後
継
車
両
と
し
て
導
入
さ
れ

た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
は
、
四
十
七
両
が
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
（
図
２
）。
そ
の
う
ち
、
山
形

県
真
室
川
町
の「
ま
む
ろ
が
わ
温
泉
梅ば
い
り
え
ん

里
苑
」（
図

３
）や
長
野
県
王
滝
村
の
松
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
な

ど
の
機
関
車
八
両
が
動
態
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
よ
り
も
早
い
時
期
に
空

台
車
の
山
元
引
き
上
げ
用
と
し
て
導
入
さ
れ
た

小
型
の
ガ
ソ
リ
ン
機
関
車
は
四
両
が
い
ず
れ
も

動
態
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
米

国
ホ
イ
ッ
ト
カ
ム
製
機
関
車
は
、
林
業
機
械
化

セ
ン
タ
ー
に
一
両
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
の
巡
視
な
ど
に
利
用
さ
れ
た
小

型
モ
ー
タ
ー
カ
ー
は
十
六
両
が
現
存
し
、
そ
の

う
ち
十
両
が
走
行
可
能
な
状
態
で
、
中
に
は
現

役
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
運
材
台
車
は
、
初
期
の
木
製
の
も
の
か
ら
鋼

製
の
モ
ノ
コ
ッ
ク
型
の
も
の
ま
で
五
十
両
ほ
ど

が
現
存
し
て
い
ま
す
。
客
車
は
、
平
成
二
十
九

年
に
林
業
機
械
化
セ
ン
タ
ー
で
修
復
再
現
さ
れ

た
旧
上
松
運
輸
営
林
署
製
の
木
曽
Ｂ
型
客
車
を

は
じ
め
、
赤
沢
森
林
鉄
道
記
念
館
に
保
存
さ
れ

て
い
る
皇
室
関
係
者
用
の
貴
賓
車
、
職
員
の
散

髪
用
の
理
髪
車
な
ど
二
十
二
両
が
現
存
し
て
い

ま
す
。

橋き
ょ
う
り
ょ
う梁

な
ど
の
森
林
鉄
道
遺
構

　
森
林
鉄
道
の
軌
道
敷
は
、
廃
止
後
に
自
動
車

道
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら

現
存
し
て
い
る
も
の
は
限
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
自
動
車
道
は
、
縦
断
勾
配
が
緩
や
か
で
あ
っ

た
り
、
最
小
半
径
が
大
き
か
っ
た
り
す
る
こ
と

か
ら
、
自
動
車
で
走
行
す
る
と
森
林
鉄
道
跡
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
ま
た
、
自
動
車
道

に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
軌
道
跡
に
は
、
築ち
く
て
い堤

や

石
積
み
擁よ
う
へ
き壁

な
ど
森
林
鉄
道
時
代
の
遺
構
が
存

在
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
路
盤
の
姿
も
当
時

の
面
影
を
留
め
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
残
存
す
る
軌
道
跡
を
把
握
す
る
上

で
有
効
な
方
法
を
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

国
土
地
理
院
の
古
い
五
万
分
の
一
地
形
図
を
み

る
と
森
林
鉄
道
路
線
が
特
殊
軌
道
と
し
て
描
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
情
報
を
手
掛
か
り
に

し
て
、
航
空
レ
ー
ザ
計
測
に
よ
り
描
か
れ
た
微

地
形
表
現
図
に
よ
っ
て
軌
道
跡
を
探
し
ま
す
。

レ
ー
ザ
計
測
は
、
地
表
が
植
生
に
覆
わ
れ
て
い

て
も
僅
か
な
す
き
間
を
通
り
抜
け
た
光
に
よ
っ

て
、
地
盤
情
報
だ
け
を
正
確
に
表
現
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
例
と
し
て
、
九
州
森

林
管
理
局
熊
本
南
部
森
林
管
理
署
管
内
に
あ
っ

た
大
塚
森
林
鉄
道
の
軌
道
跡
を
計
測
し
た
、
微

地
形
表
現
図
（
図
４
）
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
ょ

う
。

　

路
線
の
施
設
構
造
物
で
は
、
木
橋
、
鉄
橋
、

石
積
橋
な
ど
の
橋
梁
遺
構
や
隧ず
い
ど
う道

遺
構
が
全
国

に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
木
橋
の
多
く
は
取
り
壊
さ
れ
た
り
、
腐
朽
に

よ
り
崩
壊
し
た
り
し
て
原
型
を
留
め
な
い
も
の

が
多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中

で
も
、
青
森
県
津
軽
半
島
西
岸
に
あ
る
小
泊
海

岸
林
道
片か
た
が
り
い
し

刈
石
支
線
に
は
、
青
森
ヒ
バ
で
作
ら

れ
た
木
橋
（
図
５
）
が
ほ
ぼ
完
全
な
状
態
で
現

存
し
て
い
ま
す
。

　
鉄
橋
で
は
、
大
正
四
年
に
竣
工
し
た
木
曾
川

蒸気機関車 ディーゼル機関車

ガソリン機関車 モーターカー

運
材
台
車

客
車

表１	 森林鉄道の保存車両数

図２	 中部森林管理局保存のディーゼル機関車
と客車

図３	 まむろがわ温泉梅里苑の森林鉄道

図１	 森林鉄道車両のあれこれ
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に
架
か
る
小
川
森
林
鉄
道
の
「
鬼お

に
ぶ
ち淵
橋
梁
」
を

み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
旧
宮
内
省
土

木
技
師
の
三み

ね根
奇き

の

ぶ
能
夫
の
設
計
に
よ
る
も
の
で
、

現
存
す
る
国
産
の
鋼
製
ト
ラ
ス
橋
で
は
最
古
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
同
路
線
の
小

野
田
橋
梁
、
野
尻
森
林
鉄
道
の
木
曾
川
橋
梁
な

ど
が
現
役
時
代
の
ま
ま
の
姿
で
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
特
徴
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
旧
大
夕
張
営
林

署
下
夕
張
森
林
鉄
道
の
シ
ュ
ー
パ
ロ
湖
を
渡
る

延
長
三
八
二
ｍ
の
下
夕
張
森
林
鉄
道
夕
張
岳

線
第
一
号
橋
梁
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
通
称

「
三
さ
ん
げ
ん
き
ょ
う

弦
橋
」
と
呼
ば
れ
、
北
海
道
開
発
庁
が
昭
和

三
十
三
年
に
建
設
し
た
も
の
で
す
。
三
弦
橋
と

は
、
下
弦
材
が
二
本
、
上
弦
材
が
一
本
の
四
角

錐
を
連
ね
た
鋼
製
ト
ラ
ス
橋
で
、
鉄
道
橋
と
し

て
は
我
が
国
唯
一
の
構
造
で
す
。
現
在
は
ダ
ム

の
拡
張
工
事
に
伴
い
水
没
し
通
常
は
目
に
す
る

こ
と
で
き
ま
せ
ん
が
、
渇
水
期
に
は
姿
を
現
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
石
橋
が
多
く
み
ら
れ
る
九
州
で
は
、

森
林
鉄
道
用
の
石
橋
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

分
県
豊ぶ
ん
ご
お
お
の

後
大
野
市
の
長
谷
川
森
林
鉄
道
に
建
設

さ
れ
た
轟と
ど
ろ
ば
し橋
は
、
二
連
の
ア
ー
チ
式
石
橋
で
、

大
き
い
方
の
径
間
は
三
十
二
ｍ
も
あ
り
、
現
存

す
る
石
橋
と
し
て
は
我
が
国
最
大
を
誇
り
ま
す
。

宮
崎
県
え
び
の
市
の
飯
野
森
林
鉄
道
の
「
月
の

木
川
橋
」（
図
６
）
は
、
通
称
「
め
が
ね
橋
」
と

も
呼
ば
れ
三
連
ア
ー
チ
式
石
橋
で
す
。
中
央
の

径
間
は
二
十
九
ｍ
で
我
が
国
第
三
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
森
林
鉄
道
の
遺
構
と
し
て
は
隧
道
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
蒸
気
機
関
車
が
牽
引
す
る
最
初
の
津
軽
森
林

鉄
道
は
、
分
水
嶺
で
あ
る
津
軽
半
島
中
山
峠
を

「
相あ
い
ノ
股
」、「
六
郎
」
の
二
つ
の
隧
道
で
越
え
て

い
ま
し
た
。
相
ノ
股
隧
道
の
蟹
田
側
入
口
は
レ

ン
ガ
積
み
で
整
形
さ
れ
、
隧
道
内
も
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
巻
か
れ
て
い
る
立
派
な
造
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
隧
道
内
は
崩
落

し
、
隧
道
口
も
か
な
り
土
砂
が
堆
積
し
た
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
か
ろ
う
じ
て
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
分
水
嶺
に
建
設
さ
れ
た
六

郎
隧
道
は
、
埋
没
し
て
確
認
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
扁
額
は
青
森
市
森
林
博
物
館
に
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
森
林
鉄
道
の
路
線
跡
が
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
や
遊
歩
道
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い

る
例
も
各
地
で
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

文
化
遺
産
、

林
業
遺
産
と
し
て
の
評
価

　
近
年
、
保
存
車
両
や
森
林
鉄
道
遺
構
が
、
文

化
財
な
ど
と
し
て
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
森
林
鉄
道
に
関
す
る
国
指
定
の
重
要
文
化
財

と
し
て
は
、
高
知
県
の
魚や

な

せ
梁
瀬
森
林
鉄
道
に
建

設
さ
れ
た
橋
梁
、
隧
道
遺
構
（
図
７
、８
）
が
平

成
二
十
一
年
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
重
要
文
化

財
は
将
来
に
残
る
永
久
工
作
物
が
対
象
と
な
る

こ
と
か
ら
、
エ
ヤ
隧
道
、
バ
ン
ダ
島
隧
道
な
ど

の
五
カ
所
の
隧
道
と
明
神
口
橋
、
釜
ケ
谷
桟
道

な
ど
九
基
の
橋
梁
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
、
指
定
文

化
財
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
登

録
文
化
財
制
度
や
都
道
府
県
、
市
町
村
段
階
に

お
い
て
も
文
化
財
を
指
定
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
先
に
紹
介
し
た
宮
崎
県
え
び
の
市
の
「
月

の
木
川
橋
」
は
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
な
っ

て
い
ま
す
し
、
青
森
県
中
泊
町
博
物
館
が
所
蔵

す
る
津
軽
森
林
鉄
道
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
は

青
森
県
の
登
録
有
形
民
族
文
化
財
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
文
化
財
と
は
別
に
、
幕
末
、
明
治
維
新
か
ら

戦
前
に
か
け
て
の
我
が
国
の
産
業
近
代
化
に
貢

献
し
た
遺
産
を
、「
近
代
化
産
業
遺
産
」
と
し
て

経
済
産
業
省
が
認
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
九

年
に
三
十
三
件
の
「
近
代
化
産
業
遺
産
群
」
と

五
百
七
十
五
件
の
個
々
の
遺
産
が
認
定
さ
れ
、

翌
平
成
二
十
年
に
は
、「
近
代
化
産
業
遺
産
群
・

続
33
」
と
し
て
新
た
に
三
十
三
件
の
「
近
代
化

産
業
遺
産
群
」
と
五
百
四
十
件
の
個
々
の
遺
産

が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
続
33
」
の
中

の
一
つ
に
、「
山
間
地
の
産
業
振
興
と
生
活
を

支
え
た
森
林
鉄
道
の
歩
み
を
物
語
る
近
代
化
産

業
遺
産
群
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
構
成
遺
産
と

し
て
、
北
海
道
遠
軽
町
の
雨
宮
21
号
蒸
気
機
関

車
を
は
じ
め
静
態
保
存
さ
れ
て
い
る
蒸
気
機
関

車
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
、
小
川
森
林
鉄
道
の

軌
道
跡
や
橋
梁
、
京
都
大
学
芦
生
演
習
林
軌
道
、

魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
の
橋
梁
、
隧
道
遺
構
、
屋
久

島
の
安
房
森
林
鉄
道
な
ど
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

現在に活きる森林鉄道

国道267号

国道267号

大塚森林鉄道跡

胸川

胸川

図４	 航空レーザ情報でみる軌道跡

図６	 月の木川橋
	 （えびの市ＨＰから）

図５	 ヒバ木橋の地上レーザ点群情報
	 （中泊町博物館提供）
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さ
ら
に
、
地
域
の
魅
力
あ
る
有
形
、
無
形
の

様
々
な
文
化
財
群
を
活
か
し
て
我
が
国
の
文
化
、

伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
認
定
す
る
「
日
本

遺
産
」
制
度
が
平
成
二
十
七
年
に
文
化
庁
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
遺
産
が
登
録
遺
産

の
価
値
付
け
を
行
い
そ
の
保
護
を
目
的
と
し
て

い
る
の
に
対
し
、
日
本
遺
産
は
、
地
域
に
点
在

す
る
遺
産
を
「
面
」
と
し
て
活
用
し
、
そ
れ
ら

の
ス
ト
ー
リ
ー
を
発
信
す
る
こ
と
で
地
域
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
八
年
に
認
定
さ
れ
た
日
本
遺
産
に
、

「
木
曾
路
は
す
べ
て
山
の
中
～
山
を
守
り 

山
に
生

き
る
～
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

構
成
す
る
遺
産
と
し
て
、
王
滝
村
の
王
滝
森
林

鉄
道
と
上
松
町
の
赤
沢
自
然
休
養
林
を
走
る
森

林
鉄
道
（
図
９
）
が
含
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
九
年
に
は
、
高
知
県
の

中ち
ゅ
う
げ
い芸
五
町
村
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
「
森
林
鉄

道
か
ら
日
本
一
の
ゆ
ず
ロ
ー
ド
へ
～
ゆ
ず
が
香

り
彩
る
南
国
土
佐
・
中
芸
地
域
の
景
観
と
食
文

化
～
」
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
構
成
す
る
遺

産
に
は
、
森
林
鉄
道
の
橋
梁
や
隧
道
遺
構
の
ほ

か
、
元
林
野
庁
職
員
寺
田
正
氏
が
撮
影
し
た
写

真
を
集
め
た
寺
田
文
庫
な
ど
の
資
料
類
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
行
政
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
日
本
森
林
学
会

に
お
い
て
も
、
学
会
創
立
百
周
年
を
記
念
し
て

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
「
林
業
遺
産
」
を
選
定

し
て
お
り
、
こ
の
中
に
森
林
鉄
道
関
連
の
も
の

が
八
件
含
ま
れ
て
い
ま
す
（
表
２
）。
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
魚
梁
瀬
森
林
鉄

道
や
丸
瀬
布
い
こ
い
の
森
の
雨
宮
21
号
に
加
え
、

四
国
森
林
管
理
局
所
蔵
の
写
真
帳
や
林
業
集
落

な
ど
も
選
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
す
。

各
地
で
展
開
さ
れ
る
保
全
、

利
用
活
動

　
こ
れ
ま
で
、
森
林
鉄
道
の
保
存
車
両
や
遺
構
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
文
化
財
的
な
評
価
に
つ
い
て

紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
林
業
の
近

代
化
を
担
っ
た
森
林
鉄
道
を
地
域
資
源
と
し
て

位
置
付
け
、
そ
の
保
全
や
利
用
を
通
し
て
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
活
動
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
（
表
３
）。

　
津
軽
森
林
鉄
道
の
沿
線
で
は
、
地
域
お
こ
し

メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
森
林
鉄
道
遺
構

を
巡
る
「
奥
津
軽
ト
レ
イ
ル
」
を
設
定
し
ま
し

た
。
こ
の
ト
レ
イ
ル
は
、
現
在
、
八
コ
ー
ス
あ
り
、

森
林
鉄
道
遺
構
に
加
え
、
金か
な
ぎ
ま
ち

木
町
出
身
の
太
宰

治
ゆ
か
り
の
地
や
日
本
三
大
美
林
に
数
え
ら
れ

る
青
森
ヒ
バ
林
を
巡
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
体
力
に
応
じ
て
獲
得
標
高
や
延
長
が

異
な
る
コ
ー
ス
を
選
択
で
き
、
専
門
の
ガ
イ
ド

が
案
内
し
て
く
れ
ま
す
の
で
初
心
者
で
も
安
心

で
す
。
こ
う
し
た
活
動
が
観
光
客
の
誘
致
に
効

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
な
お
、
青
森
県
も
地
域

活
動
に
呼
応
し
、
観
光
資
源
と
し
て
の
森
林
鉄

道
遺
構
の
活
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
（
図
10
）。

　
保
存
車
両
を
走
ら
せ
て
い
る
「
丸
瀬
布
い
こ

い
の
森
」
の
よ
う
に
車
両
を
修
復
し
、
動
態
化

す
る
活
動
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
高
知
県
馬う
ま
じ
む
ら

路
村
で
は
、
地
域
の
有
志
に
よ
っ

て
、
平
成
元
年
か
ら
修
復
活
動
が
続
け
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
現
在
、
三
両
の
機
関
車
が
魚
梁
瀬

の
丸
山
公
園
内
に
お
い
て
運
転
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
の
一
両
は
、
旧
鳥
取
営
林
署
畑
ケ
平

森
林
鉄
道
で
運
行
し
て
い
た
特
殊
軽
量
機
関
車

を
譲
り
受
け
た
も
の
で
す
。
こ
の
活
動
に
携
わ
っ

て
き
た
方
々
は
、
そ
の
後
、「
中
芸
地
区
森
林

鉄
道
遺
産
を
保
存
・
活
用
す
る
会
」
を
設
立
し
、

日
本
遺
産
へ
の
認
定
に
中
心
的
役
割
を
果
た
し

ま
し
た
。

　
長
野
県
王
滝
村
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
「
り
ん
て
つ
倶
楽
部
」
に
よ
っ
て
昭
和
六
十

年
か
ら
車
両
の
修
復
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
や
モ
ー
タ
ー
カ
ー

が
動
態
保
存
さ
れ
、
毎
年
、
森
林
鉄
道
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
全
国
の
フ
ァ
ン
を
集
め
て

い
ま
す
。

　
長
野
県
飯
田
市
の
旧
南
信
濃
村
を
走
っ
て
い

た
遠
山
森
林
鉄
道
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

図８	 魚梁瀬森林鉄道	加茂隧道

図７	 魚梁瀬森林鉄道	明神口橋

図９	 上松町	赤沢自然休養林	
	 再現された機関車と客車

表２	 森林鉄道に関係する林業遺産

No.4	 木曾森林鉄道（遺産群）
所在： 長野県木曾郡上松町、王滝村、大桑村
No.5	 四国森林管理局保存の大正～昭和初期の林業

関係写真
所在： 四国森林管理局（高知県高知市）
No.7	 いの町の森林軌道跡
所在： 高知県吾北郡いの町本川地区・吾北地区
No.19	屋久島の林業集落跡及び森林軌道跡
所在： 鹿児島県熊毛郡屋久島町内各地
No.20	蒸気機関車「雨宮21号」と武利意・上丸瀬布

森林鉄道遺構群
所在： 北海道紋別郡遠軽町丸瀬布中町
No.25	我が国初の森林鉄道「津軽森林鉄道」遺構群

及び関係資料群
所在： 青森県青森市、五所川原市、東津軽郡外ヶ浜町、

同蓬
よもぎた

田村、北津軽郡中泊町
No.28	遠山森林鉄道の資料および道具類・遺構群
所在： 長野県飯田市南信濃、上村
N0.32	十勝三股の林業集落跡地と森林景観
所在： 北海道河東郡上士幌町十勝三股

日本森林学会ウェブサイト　林業遺産選定一覧
https://www.forestry.jp/activity/forestrylegacy/catalog/
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―その文化的価値と利用―

の
「
夢
を
つ
な
ご
う
遠
山
森
林
鉄
道
の
会
」
が
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
の
復
元
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
森
林
鉄
道
の
起
点
で
あ
っ
た
梨な
し
も
と元
停
車

場
跡
地
に
軌
条
を
敷
い
て
動
態
保
存
を
し
て
い

ま
す
。
昨
年
に
は
、
地
元
の
山
岳
サ
ー
ク
ル
に

よ
っ
て
軌
道
敷
を
登
山
道
と
し
て
整
備
す
る
活

動
も
行
わ
れ
、
保
全
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
岐
阜
県
下
呂
市
の
「
小
坂
森
林
鉄
道
研
究
会
」

で
は
、
岐
阜
県
最
大
の
小
坂
森
林
鉄
道
の
記
録

本
を
出
版
す
る
傍
ら
、
長
野
県
の
野
辺
山
Ｓ
Ｌ

ラ
ン
ド
で
運
行
し
て
い
た
旧
王
滝
森
林
鉄
道
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
を
譲
り
受
け
動
態
保
存
し

て
い
ま
す
。

　
兵
庫
県
の
宍し
そ
う粟
市
で
は
、
市
民
グ
ル
ー
プ
の

「
波
賀
元
気
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
が

市
と
連
携
し
、
波
賀
森
林
鉄
道
の
勉
強
会
や
軌

道
跡
を
歩
く
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
鉄
道
の
無
い
自
治
体
の
悲

願
と
し
て
森
林
鉄
道
の
運
行
再
開
を
実
現
す
る

た
め
、
昨
年
、
国
土
交
通
省
立
山
砂
防
軌
道
で

走
行
し
て
い
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
の
払
下
げ

を
受
け
、
そ
の
活
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
国
が
保
有
す
る
車
両
で
は
、
群
馬
県
沼
田
市

の
林
業
機
械
化
セ
ン
タ
ー
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン

蒸
気
機
関
車
を
動
態
化
し
よ
う
と
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
「
よ
み
が
え
れ
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン

実
行
委
員
会
」
が
平
成
十
八
年
か
ら
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。
既
に
、
同
所
に
保
存
さ
れ
て
い

る
ホ
イ
ッ
ト
カ
ム
ガ
ソ
リ
ン
機
関
車
の
動
態
化

を
実
現
し
、
津つ
べ
つ別
森
林
鉄
道
の
協
三
工
業
製

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
や
木
曾
Ｂ
型
客
車
の
修
復
、

地
元
の
根
利
森
林
鉄
道
で
運
行
し
て
い
た
特
殊

軽
量
機
関
車
の
レ
プ
リ
カ
の
作
成
を
行
っ
て
い

ま
す
（
図
11
）。
ま
た
、
根
利
森
林
鉄
道
の
軌
道

跡
の
調
査
も
続
け
情
報
を
発
信
し
た
り
、
定
期

的
に
「
根
利
森
林
鉄
道
ま
つ
り
」
を
開
催
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン

蒸
気
機
関
車
の
生
誕
百
年
を
記
念
し
た
行
事
が

十
月
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
鉄
道
の
歴
史
を
広
く
知
っ
て
も

ら
お
う
と
す
る
活
動
も
あ
り
ま
す
。

　
北
海
道
滝た
き
の
う
え
ち
ょ
う

上
町
で
は
、「
滝
上
町
森
林
鉄
道

を
調
べ
る
会
」
が
町
内
に
あ
っ
た
滝
上
森
林
鉄

道
、
濁
川
森
林
鉄
道
の
歴
史
の
研
究
や
遺
構
の

調
査
を
進
め
、「
た
き
の
う
え
地
元
学
」
と
い
う

小
学
生
向
け
の
副
読
本
を
作
成
し
て
い
ま
す
（
図

12
）。
さ
ら
に
、
遠
軽
町
と
も
連
携
し
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
の
森
林
鉄
道
遺
産
群
を
選
定
し
て
い
ま
す
。

さ
い
ご
に

　
森
林
鉄
道
は
我
が
国
林
業
の
近
代
化
を
担
っ

た
存
在
で
す
。
現
在
に
残
さ
れ
た
そ
の
痕
跡
は
、

林
業
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
再
評

価
さ
れ
、
後
世
に
伝
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
資
源
と
し
て
地
域

お
こ
し
の
き
っ
か
け
と
な
り
発
展
的
に
活
か
さ

れ
て
い
く
可
能
性
も
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

現在に活きる森林鉄道

図11	 林業機械化センターの保存車両

図10	青森県作成の津軽森林
鉄道のリーフレット

表３	 森林鉄道の遺構や車両を利用した
	 地域活動グループ及び組織

名　　称 所　在　地
丸瀬布いこいの森 北海道 遠軽町
滝上町森林鉄道を調べる会 北海道 滝上町
青森市森林博物館 青森県 青森市
かなぎ元気村 青森県 五所川原市
中泊町博物館 青森県 中泊町
仁別森林博物館 秋田県 秋田市
まむろがわ温泉梅里苑 山形県 真室川町
都路町観光協会 福島県 田村市
那珂川清流鉄道保存会 栃木県 那須烏山市
よみがえれボールドウィン実行委員会 群馬県 沼田市
夢をつなごう遠山森林鉄道の会 長野県 飯田市
赤沢自然休養林 長野県 上松町
りんてつ倶楽部 長野県 王滝村
小坂森林鉄道研究会 岐阜県 下呂市
芳賀元気づくりネットワーク協議会 兵庫県 宍粟市
中芸地区森林鉄道遺産を

保存・活用する会 高知県 中芸５町村

いの町森林軌道探検隊 高知県 いの町
屋久島森林トロッコ 鹿児島県 屋久島町

注： 事務局が把握している組織を掲上しています。単なる車両の
保存や調査を行うものは除外しました。

図12	 滝上町の森林鉄道副読本


